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鵜 野

1.ヱトf･〆Pセリy.髄 和典.山壌ダイナマイトの殉爆庇を比較せb.

2.鮮 故により脚 弟の狂庇は僻 及雷管の包皮が･30qO以上となれば高くなり

従うてその殉爆虎も藍典もろ布を見出し稚 中温庶卑 $0-85.0に関節せり･

& 紳 I.t熊笹 86nEh赦 50g･(輿長的 35血 )の雄色とせり･殉爆正麻衣不相

棒広軌 ま同一圧砕にて 6-10同反復して決定せb.
4.秒上 伸坂上.平政武力紡(盛中摂吊)畠中の 4租の殉脚 睦を比較し前≡

者の声殉爆庶大なる榛架を得たり･これl蛙 として同轍 射物の軟禁なるべし

5.鈴臥脚 に放て衣の結果を背たb

弟 2串包 爆熊及脚
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以上の鈷柴によれば山駄 触 和典,ヱトt･ダリ-kyyは何れも同一殉爆庇 ○乃重 7

倍を斎す.

& 回詩形の弟色を中.btLtに直列にして行J.殉爆紬 に放ては不定形乃至蛾腕熊爆

頚の場合に比し殉離 鋳大なる韓黒を生ずる可能性もb.又少政民政の飴束を大鼓に淑

用ナ引こ放ては現行法乱の如く保安駆潜が艶 の千万秒こよる砂合とA.ScJlmidtの放

く如く狂丘の 8蘇恥こ上るとなす場合に放てその安全虚を典にす.

7.今虹 の千万秒 こ例するものとすれば山軌 蜘 及占い,〆リセyyの棚

庄蘇 6乃至 7倍は 600kgに放て 2Sn を表すを似て幾晩上の土島を省略したろ静合

には殉爆正鉾に紺 ナ.今土盛の肝 比定練を2倍したるものと同一と考へ不死臆駆麻

は殉爆旺蹄の2倍とすれば親行免走に不榔 梓に拝啓するものの如し.

& 桝 は野馳 片の如き布地 の央左によりて槻艶する可離 多し.地 政に

放ては鞭丑少き名勝 に捗りたる■も大丘なれl瑚肋 より爆我に移る金井多針ま想像に難

からず.

何肋故又は肋 に上る頼災防止上納 の倖座には堅固なる防疫を可とするもそ

れ自身の牌 の鯨の鵬 を報 するを辞す.

増日本火弛独地挽棚 状仲井節点

注喜
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9.村政政の魂行は中心よb放珠状に行くものの外に地上又は持蛙の除の齢 に封し

ては洗旺簸過の如き作用を考庄するを辞す.この意味に放てエ噂と土曲との間渦は成る

べく少さを可とす.

10.寿研究は内等省監昏官の御指示によりて行ひたるものにて且趣埼なる稚gFを仰

ぎたO.叉木研究鈷架の公喪を許されたEl木火葬蛾 昏証に併走を喪す.JJ

I.緒 青

光年来火葬袈塩析に放て漁遵和蕪 300kgが捗睦しこの蛸 を受けて土色を燐てて 15柵の

正位にあわたる混和工場内の独和韓(Ⅳ/Qに抽薬を常温皮にて配合したる泥状韓)を 20kg宛

餌鮭に入れたるもの2個が同時的に俸硬し他面同一正常にありたる地 軸工場内の恐埠和蕪が

僻 直後に放て哉火より爆費に移 りたり.

棚 扶以上に脚辞してまいZ〆･)七1)ン,葡遵和桑及ダイナマイトの殉榛皮の墓典を比較

し同時に之噂を支配する伎件をも肘究し今後のダイナマイト裁池上の参考に供せんとするもの

なり.

奉安駿に放ては安魚工負中村萱君に負ふ新参し此に感謝す.

Ⅱ.文 献

且.殉糠に朗する甜問題の研究

フランス火熊顛垂月食の

E.Btlrlot:Ettldee王perimetltAledehdetozlationparindt)ence1930.

(婦女 : 本蕗第 2番 153-160A,同 '262へ匂76文金鳳)

摘串 1.主としてピタ･)ン故によりてSf究

2.戟坂上に放きたる鍬 に直径 29JnJn,50g葉色を放き耗野乗 1.5g入雷管にて起爆

せし時の殉爆正徳の剖定

3.100鬼 殉爆旺濃 D｡50% 殉蜂妊港 D O% 殉壌雌 D.を測受

4.罪 1薬包 feICiter)が第 2集旬を殉爆せしめる能力を餅串力とし第 2蕪色が第 1

艶色によりて殉爆する感度を辞榛感度と命名せ り

5.-8℃ 及 +100.Cの食験に放て妨煉力敦陸感度の差無 し

6.地上より染色迄の匹港叉は伸助汲反射市によりて殉棒庇に墓苑無し

.7.殉埠正位は済棒築丑(第二染色)によって畢促すその関係はピタ1)ン故に放て集丑 29

-6250kg に放て DJn三三CqlFkgなる囲係式を蘇足せ しめ殉榛旺腔は 0=0･35不

殉爆圧勝扶0.45を典ふ.感触熊の丑は殉爆皮に殆んと義弟を典-す.

tl.軸 の圧津作用

AlbertSehmidt:DietheoriedesvenlichttLngSStO8SinOA8enI)ndDetonzLtioz)SWZLlle

8.8.1932,299-302.

摘串 ユ.蛾形撫染上りの術串は距冊の自乗に逝此例す

2.何歩は爆薬丑の 3来収に比例ナ

C'燥敬の兜例
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E.碍過に放ける危寄港防規則

1.災啓に関する猫過の経験

Fi8her停士の牛官的報普 (ら.8.1919,7,27耳) 日,火,研,C第 75塊 (功碍)

21滴迫に放ける危険工場の構造 El,火,研,C第 76幼 く額揮)

NAdt)m･･NitrogJycerinu･NitroglycerinsprengBbqe187-95

NArShAlt:ExplosivesVoJ.TI.625-626

ユIentc:DieEersteutlngderSpzLe山gStOae12-14
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3.額過に放ける火薬類載塊及貯耗上の危専攻防現走

UAEAIlterhGttmgsvorschriEtcnfむ dieZIersteJJtugtllldLdgeringvoIlSpret)gtnd

Ziil.dstoGen･Apr･1934･ ､

Ⅲ .研究の方針

1.拭 科

ェT･Tl〆1)セ1)ンとしては各期に放て拭験を箕揺するものなれば 10% ヂLトtz〆I)コール

大王トp〆t)セ1)ンの工場製品を使用す.ニトt7g'1).t=l)ンはパラフィン紙博に絶入して薬包

とす.

独担和弟 一成に触 和薬と解せらるるは-TIP〆1).I:I)ンと社報とを配合したる混和桑を

加温塊拝したるものにてその約奨汲庶 3-4% なり.賓故の便宜上 4%,2% を作る事 とする

本品は柔軟にして包装厄介なればバラ7ィy枕を重き上げて作 りたる統何に充耕して集色とす

る串.

2.Jt靖 の儀 俸

･殉職 の衝撃にik'る感度の一粒なりと考-得るをBAて第1薬包の硬する神助の強さ伸助の鑑
准作用中朋に存在する物の蝕果地に第1勢包の蕪追及衝動を受 くる両税被旬の柾期による故乗

を考慮するを辞し叉その燈牡の確率をも考慮せざるべから+. この意味に放て

(イ) 燕温 まト77〆1)七1)ンの過度による猛虎の浸化は II.K AndreewrS･S.1934,29,

13トー140),の研究せし併なり

散超和作費中の報迫は 3… 0℃ に在るをBLて常温tの脚に殉轍庇の蓋典ありとせぼ

木綿 の目的に封して仕30-40oCの寛陰を安施せざるべからす.

(｡) 蕪色の形欣 薬包の形状は殉極度を左右する事は蕪樫の墓苑による殉埠鹿の差異が公

知なるが如し

縦って車研究の如きは塊状報をBLてするを可とするも准木質駿との越路もあり此軟的

球形に近音形として報任 35mm熊丑 50g(此砿 1.5内外にては頼長約 35mm とな

る)を凍る事 とせ り.

･(-) 古いlグg七 I)γは不蜂の場合の飛散等の同牧EB難なれば 20g染色 く熱度 151nm)

とし第2集色として用ふ.殉鵬 は他の感度妖鼓と同じく麻酔に殉蛾する圧麓と,

.碑文に殉爆せざる正位との間には相骨の間柄あり従って頚骨の殉埠銑鼓に放ては3同

反攻して決走しっ lあるが倫掛 に不弁あるを免れず.

従って殉確率 と不殉爆鮎とを測定する事及之が決定には時間の辞す限 り10同,止む

を絡ざる時も 5同反攻する布とす.

8.Bt鴫 の 方 法 ◆

雀木より兜施し来 りたる砂上殉棒釈放の外に如 上殉蜘 駿,牛阿形武力何重中横放生に畠

中怒席の4柾の殉榛粕 を箕施す.鎗坂上殉捧就験汝比率の操守鹿をも頼め称るをBLて主とし

て奉決による8.

垂中藤席比宋際とは若干過ぎかるも投射物の教典を除き考-得るの利あり.

.倒土盛の放県を紬 する上に放て染色と同形の粘土旬を中開に放 く時の牡県並に粘土旬に近

凄する節に放て殉換作用の襲化の有無を稔する串.
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Ⅳ.黄故の部
費 鴨 井の 1.

漁撞和蕪の経度に及ぼす温度の故農

地 法 鈴蛙 (笹 40mm 布き 30mtn1.首)上に銅板 (径 40znn 厚さ 4mm 1枚)を世

をその上に棒熊に雷管を押 したるを正ね捗賢紬 場に備付けたる斡坂上に岨きて榛硬せしめ鈴

鑑の虚縮鹿を測点して琴庇を此供す･

就料 糠遵和*,丘トtz〆.)コール10%大きトロ〆･)七 T)ン 96分,錦蕪 4分'を混和後'

骨法により髄 和薬となしバラフJン統筒に入れて熊笹 35zz)m 桑丑 50g傾 度 35zntnとた

る)葬旬となしたるもの.

起爆 堺印テ日)-ル好甘

結果 吹攻の如し

拭 JB･水塊俵痕 奇 骨 飴 妊 (znm)

拭 科 年 月 日 過 日放 免 牡 典 弘訂訂盲電

設 O& 剛 1･巴6 1 3-4℃ S㈹ SOfC 6

o U

I d

y 0

d 0

u U

P U

D P

∫ ∫

0 D2.7

〝 〝

P O

0 O

P .lZ.2.91

γ

グ

タ

ダ

2

′
y

t>

Cl

山 墳 11.5.30 l

V p v

6

″

ダ

″

.

I.'

ダ

″

タ.
㍍

17

1

6

q,

6

0

10

鮎

鮎

10

恕

氾

地
.
滋

野

.
1

軸
-
畑

･0
川

6

6

6

別

5

'
釦

LL)

..

お

上 程 高 ･% 腰 掛

88 13.0
I l乞s

庇輪伍 銀攻の覆

i;:≡Iu･3mzn王…znm
53 23.0 7.0

6 64 24.0 AO
F3 盟5 7Ji

50 23J5
53 汲 5
8き a O

54 2乱0
61 汲 0
61 巴｣5

胡
田
位

.41
51

朗
糾

55
52

戯
砧

軸
部

砺
紬

61
釦

駄
お

粥
鮎

戯
曲
也

叫
別
館

6

6

8

6

q>

〇

･8

8

8

tV

23,5

豊 富

弘 0
22.5

2J.0
姐 0

23.0
%0

別
別

別
別

霊
別
即

諾

㌫

別
㌫

霊

別

.
B
a

=
･
.L
･

e
･
S
e

･

諾

M

M
t

3
6

｡
･｡
8
･｡
細

れ｡

㌶

-

･｡
M

細
別

叫

｡
M

to･5
鮎

'糾
慧

ぷ

㍍

濫

一.一
一■▲

M

E
･

M

M

3

m

7
･
6

3

;
･

.3

3

別

叩

R

u

=
】

=
u

=
リ
=
u
=
u
=
リ
=
u
=
リ
円
リ
=
リ=
リ

=

u一
74

'
∫

管

U
P

U
′

コLr

I,

タ
ダ

～
〃

′
〃

グ

タ

ダ

か

ダ

47
胡
ク

′

t,♂



柑助 ; ニ トt,〆1)セ l)ン触 和弘及〆イナマイ トの大気中軸蛾庇に裁て 89

幼帝 1.過度による憤遵和熊の経度の差異を表示すれば下の如 し

孟宗
猛 虎 Jnm (姓托せざるは'8抑 管)■′■･.■■■一･･･一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヽ 一一一一一一一一一一一一一ll一一一一一一一一一一■一一一一

85℃ 3℡ 30 24 90 .10 6 0-】qO

36℃ 弧Omm(3鞍)

30
別
10

CBP蹟)
&0

1&0 17.8 68

7.5

7.0

7.5 &5 &8 6.6

7.5

7.0

2.1散超和蕪及テ トl)-ル雷管の双方が確安に 30℃ 以上にする時は何れか一方は双方が

それ以下の温度に放けるより著 しく大なる珪皮を示す.

3.田

≡≡_≡
r===:::::⊃ ⊂===コ ⊂ここ::ここ:コ ' ⊂::二二二=コ

1 9 3 4 6 ･

回春批 難汲 粛啓汲虻 甘青戟政
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庇
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伽

芸

別

≡
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6 32 5 8 6J5 ;

4.南珪皮を示す場合に於ては銅管紐は一且束佑 して後親板及鈴桂に附蔚 し紛蛙上面は淳

解 しその上部は束化 して垂亜紀の革夜面に戟粉状とな りて肘筋す･

5.以上璃 により 30℃ 以上に放て披講由 を示すが故に血下の殉棒統監は主 とし七

30cc以上に放て行ふ串 とす.
●.

鷺 幹 そ の 2.

鵬 和蕪の殉擁庶

就料 4%惣嘩和蕪 10兄 ニトt･〆.)コール入まい,〆7)セ T)ン.96% '*集 4% . I+IJ

鴫 " " " 9鴫 .,･!,拷
何れも供鎗工場に･C1kg苑地 せるものをJtラフィン紙筒vc坊め発奮 35も血 熊卦.･58'曹●(辞 誠

mm)の発句となす ､.:

胴温 爆薬及宵呼を 35-40oCの保浪維内に 2時脚保持 し 30-36qCに嗣浪す(耗桂皮資放l
.の場合のみ)
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繊 方法

A･ 砂上殉鵬 砂上に穿ちたる牛P)溝に薬包2本を厨豊の匹倍に5gぺ第1薬包を埠印 6

改野琴にて起曝しねる時罪 2染色の殉俸する蜘 渡文は殉播せざる最小旺倍を求め (各 lo

何又は 5岡反復決定)熊笹の倍故にて示す.

R や抑銭力博上殉爆紬 内径 35zzLn長さ 500mznの年取形の封力筒 を垂中 (地上約

600tz)n))に横に吊Lたるものの中にて殉爆紬 を行ふ.

C･鎗坂上殉縫紋簸 地上に長さ 1m 塙 -0.3m 厚さ22mmの鋳鹿を横-その上位醗溝 100

mm 厚さ 22mm の鉄板の上に縦横 100zrLn 厚さ 12mmの鉛板を紅合せたるもの2個を新生

の匹按に放きその上に蕪包各 1佃を放き中心を-直放たらしめたる後夢 1桑色を埠印6斬

管にて起爆す.

鮮 1轟包 (疎轄蕪)帝 2集匂 (殉爆薬)

I).在銘中殉榛職 韓̀色の中心級に添ひて#

を並じたる2首の薬包を第2報旬が地上 5tJOmJnにある如 く故を(地上呼蕗硬を折畳み厚さ約 50zz)m の凍術嘘とナ)上位

集包を埠印 6境野管にて起爆す.資昏
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籍県の緬穿

1.箕験結果を構築すれば

解1典包 帝2典包 方 法
雛 汲 0･6oC 典弘 3 0-36.0

殉 爆 不殉蜂 不私め 殉 鵡 不殉感 不払め

4% 4% 砂 上 4倍 8倍 10億 6億 13倍 なし
U P * 8 - - - 7 11 0

u P 牛卿耗力何(虫中) 6
U V 垂

2･X 9% 砂
4U ℡ U u

2U 48 0

中 1
上

9 >13
5 1分

9 >13 0

.9 >13
く〇 ･ >10

･2.殉俸庇は落免感嵐 摩擦感度,坑延納取に放けると同じく殉擁圧勝と不殉燥旺晩との間

には類骨の幅 かあり経って殉燥鹿の決定に吐同一雌 にてある何故を柵 するを賓す.昔節に

於では鹿骨 3阿反攻して決定するも奉安験の示す如 く少くとも5同反復するを賓す.殉爆拡

常と不殉爆正勝との関係は轟曲感度紬 に放けるが如 く略 1:2の比を示すものi如 し.

3.4% 攻遵和等の殉爆亜群酸に放ては鈴攻上,砂上,牛脚封力筒紬 に此 し垂中混晶の殉

極度は著しく低 く操守亦極めて優し.

この差異を生する理由として砂上続投に放ては砂払 ･鉛板織 に放て仕鉛の粒子,年脚錦力

帯織 に放ては武力破片の飛片の野草による葬榛を考慮するを串す･

4･畔 ,浪漫和集に3:る殉極細 に放ては 0-5Ic に放ける低猛虎殉榛に封 し30-35oCの

高猛虎殉棒庶政約 50% 大なり.

この原田放資魚その1に示す如 く第1弗色の蒔桂皮棒妊並に第2薬包の妨榛感度上昇に臓す

べきものたり.

鈴岨細 に放けると同じく触 上殉接続験に放ては第1染色内宮甘紙は瓦斯催して鉛板

に附菅するを見る.
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5.2光 政超和報の殉爆皮は傍爆薬包が 4% 海損和薬なると 2% 雄 和頬とに拘 らす 4%

破損和報より大にしてその 1.5倍の殉曝感度を示す･

何棟に 4% 惣堪和蕪は 4%,2% 何れにて誘爆するも6億の済爆感度を示せ り.水中殉蜂

粕 及井地軸悼柵 の例によるに殉爆虎晩生として第 2薬包の性能に左右さるiものなり･

6･ 0-5℃ に放ける焚駿に放て不殉僻 革年の軸 垂するもの凍出せ り･･この原因は高熱好管

破片が罪2報包内に衆人して分解より蝕 に移らしむること判明せ り.軸 性近旺位に放ては

起爆直後に起 り欺秒間に懲革し経るも速圧鮭に放ては約5秒後に鵬 を始め約 30秒に放放し
捗る.

祐珪皮弁免に放て鵬 の重 く走らざわしは前途の如 く雷管破片が瓦斯化する食なるぺし.

貴 職 キ 0 3.

占い,〆1)セ1)ンの帝換感度

妖料 占い･〆lJ七1)ン工場製 10% ヂェTtz〆t)コールを内在 35znJn幅 10mJn中基山

衣形パラフィン耗筒の項部に径4mmの孔より注加した-aものを第2染色とナ(NIG約20g容)

罪 1報包 4% 港垣和搾,起爆静印 6鹿野管.-

相 法 30-35℃ に四過したる葉色を触 上に列ぺ安亀その2(C)に抽 り殉嚇 放す.但葬

2葉色は倒れ易を軸 面及後面より少丑の漁粘土にて鈴坂上に回虫す.

資金 A 粘土堤は正笹 35znzzL長音ESSJt)也 -･ヲ?ィン耗噂軟質粘土1日
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辞県の摘畢

1.以上の賛助緒典を摘賓すれば次の如し

箕鹸 辞2薬包に封する世故 殉埠 不 殉 難
蒋 1垂匂 併℡苑匂

横取 甘 菅 井 1薬包 q 仏 産岳 在 職
連 生

4% 地 棉 N/G(1,0,%,三三D A ⊥ ⊥ れ 唯 30倍

′
t>

タ
グ

′

2

Q B け E) t 8 ● lS

y C ⊥ L7 0 6 13

U D P ⊥ y - 99+cr

u F ⊥ ⊥ 軟粘土伸(森旬の中間) I 4 9

y･ G ⊥ ⊥ y (飾2艶色に密好)1 軸7

主1･tzグ1)セ1)ンの殉触 帝紘4%竣埋却報のそれと盤典なきが如きも不殉爆拡散は極

めて長し.

3.官管及第1染色の防係位好の雛 による殉爆庇の藍典を求めたる併雷管rtよる方向性少

く第1薬包の賄係位廿に左右さるるを見る同市形腰 に放ては長さの方向抜荷執政蔽虎の低下

少きに反t,回周方向は損皮使丁急速なるに起因するものたるぺし.

4.果して然らば工場にて敢扱ふ N/G漁連部費の如き場合に放て容臣の関係上亜骨殉爆妖

料の如き爾曲汲蔽皮拓き埼合を生IT･る事醇なる故に不殉爆正博が著しく大なる場合を考慮する

の婁なかるべし.

51薬包と甲形の軟質粘土によりて殉速度比2/3に低下す･第2弗色が粘土色に耕 せる場

合に放ては殉嫉慶吐著しく低下す狩助政文は投射物にJ:る擁敬の可伐性は中間蓮華の影になる

部位に放ては極めて少をを知る.

6.寛簸C に放て仕官管の典薬部分を桑包内に入れたる時のみ高珪慶を示しそれ以上挿入

したる場合は低症虎を表す.

責 験 その4.

山野ダイナマイトの殉棒釈放

就耕 土細 山換ダイナマイIN/658.096C/C2.2% 木紛 8% 碑石 31.8%

紬 鼓 30-35oCに四温したる築色を鈴坂上に列べ焚敬その 2(C)により殉建武鼓す.

安敦

賀血 色逸 文JB

朋 組 紳 日放 方法 央 卑 官管包皮

qS.la25.C山壊 川 棚 上 85Jet; 85･3SO

P ' 17 0 2 砂 上 y y

殉伽 央上殉爆下不殉壌･於捷

17 16 16 14 18 12 ll 10 9 8 7 6倍

'] 1 1 1 5 1
●1

5 3 1 2 1 1

9 5
3 2 1 】 1 1 5 1

摘婁 1.山埠ダイナITイトに放ての箕鼓によれば

築 鵡 殉触 撒 不殉敵 背

紛 攻 上 35-38℃ 7億 117.倍
砂 上 ,, 6 8

2.昔日賓愈緒典によれば砂上殉爆武魚に放ける不殉燦旺姫は意外に少をも過去の泉粗に放

ける殉爆粕 に故する時は申ろ個々の安象の示す葦典と見放すを樽ぺし.




